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２）横 組 工

図６－７７

３）地 覆 工

４）足 場 工

桁下足場は，パイプ吊足場を標準とする。

足場面積（橋面積） Ａ＝Ｗ×Ｌ

Ｗ：全幅員で地覆外縁間距離，壁高欄の場合は，壁高欄外縁間距離（ｍ）

Ｌ：橋長（ｍ）

30N/mm2

24N/mm2
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５）防 護 工

防護工（朝顔含む）は，桁下に鉄道，道路等があり，第三者に危害をおよぼすおそれのある場合に必要区間設置す

る。

防護工面積 Ａ＝（全幅員）×（必要長）

（全幅員は，足場工に同じ）

( ) プレキャストブロック桁2
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( ) プレテンション桁3

30N/mm2
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( ) ポストテンション場所打ちホロースラブ4

１）主桁製作工

版

２）架設支保工

① くさび結合支保工

適用範囲

本資料は，場所打ちによるコンクリート床版橋（ボックス桁を含む）で１セット当り２３，０００空ｍ 以3

内，支保耐力１９．６ＫＮ／㎡（２ｔ／㎡）以上７８．５ＫＮ／㎡（８ｔ／㎡）以下，平均桁下高さ０．６ｍ

以上１３．１ｍ以下のくさび結合支保に適用する。

尚，橋長１０ｍ以下から施工空ｍ が２５０空ｍ 以下の場合はパイプ支保工によるものとする。3 3

ただし，登り桟橋，基礎地盤の造成（基礎杭，均しコン打設等）及び枕木等による井桁組等の基礎工には適

36N/mm2
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用しない。

(注) １セットとは，単純支持梁の場合は１径間，連続梁の場合は１連続をいう。

イ．施 工 量（空ｍ ）3

１セット当りの施工量は次式による。

Ｖ＝（Ｗ＋２）×Ｈ×Ｌ （空ｍ ）3

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：平均桁下高さ（ｍ）

Ｌ：１セット当り施工延長（ｍ）

ロ．支保耐力（Ｐ （ｔ／㎡））

支保耐力は次式による。

Ｐ＝（２．８１×ｄ＋０．４）×Ｗ／Ｗ１× （ＫＮ／㎡）9.80665

ｄ：平均コンクリート厚（ｍ）

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｗ１：中央床版幅（ｍ）

２．８１＝２．５×１．１２５

図６－７８

② 支柱支保工

適用範囲

本資料は，場所打ちによるコンクリート床版端（箱桁を含む）で，道路及び河川等のために開口部を設置する

必要がある場合で，１セット当り８，０００空ｍ 以下，支保耐力１９．６ＫＮ／㎡（２ｔ／㎡）以上５８．８3

ＫＮ／㎡（６ｔ／㎡）以下，支保高さ１．５ｍ以上１０．８ｍ以下及び開口部延長３ｍ以上１３ｍ以下の四角支

柱支保の設置及び撤去に適用する。

ただし，登り桟橋，基礎地盤の造成（基礎杭，捨てコン打設等）及び杭木等による井桁組等の基礎工には適用

しない。

イ．支柱支保の施工量（Ｖ）

Ｖ＝（Ｗ＋２）×Ｈ×（Ｌ＋１．０） （空ｍ ）3

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：支柱支保高さ Ｈ＝ｈ＋Ａ（ｍ）

ｈ：開口部高さ（ｍ）

Ａ：主桁高さ（ｍ）

Ｌ：開口部延長（ｍ）
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ロ．支柱支保の支保耐力（Ｐ）

支保耐力は，くさび結合支保工による。

( ) 斜材付π型ラーメン場所打ちホロースラブ5

斜材付π型ラーメン場所打ちホロースラブは，( )ポストテンション桁，( )プレテンション桁に準拠し数量計1 3

上を行うこと。

各部材の名称は下図のとおりである。

図６－７９

図６－８０
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１）主桁製作工

図６－８１

36N/mm2
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支保工に含まれる範囲は下図のとおり。

図６－８２

上図のように，くさび結合支保工の場合は基礎工，支保工，底版の区分とする。

２）斜 材 工

36N/mm2
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Ｖ＝（Ｗ＋２．０）×Ｈ×Ｌ×１／２ （空ｍ ）3

Ｗ：地覆外縁間距離（ｍ）

Ｈ：高さ（底版型枠分を除く （ｍ））

Ｌ：長さ（ｍ）

図６－８３
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２．架設工法の選定

図６－８４ コンクリート橋の架設工法選定フローチャート（参考資料）
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６－１８－３ 付 属 品

１．高 欄 工（鋼材使用の場合は鋼橋に準ずる）

( ) 高 欄 材1

( ) 塗 装（製作高欄の場合）2

２．伸縮装置工（鋼材使用の場合は鋼橋に準ずる）

( ) 伸縮継手材1

( ) 塗 装（鋼製の場合）2

( ) 排水処理材（非排水の場合）3

シール材，バックアップ材

３．排 水 工

( ) 排 水 工1

( ) 塗 装2

４．落橋防止装置工（鋼材使用の場合は鋼橋に準ずる）

( ) 落橋防止材1

( ) 塗 装2
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図６－８５ 構造図
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橋梁付属品数量集計表


